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安国　一教授の退職記念号の刊行にあたって
経営学部長　原　　　仁　司
安国-先生は, 2011平成23)年3月31日をもって,亜細亜大学経営学部をご定年により
ご退職されます。経営学部は,先生のご退職を記念して『経営論集』第47巻第1号を退職記念
号として刊行し,これを謹んで安国先生に献呈させて戴く次第です。
安国先生は, 1964年3月に早稲田大学第--商学部(現:商学部)をご卒業された後, 1969年
3月,同大学院商学研究科博士課程を修√しておられますO　亜細亜大学には1968年4月商学部
助手となり, 1969年4月に経営学部の専任講師としてご着任されましたO亜細亜大学に着任後
は, 1973年に助教授へ, 1978年に教授へと昇格されましたo亜細亜大学にはじつに43年の長き
にわたり,原価計算と管理会計の分野を中心に貢献してこられましたo　また, 1989年2月から
1994年3月まで経営学部長を, 1994年6月から2000年6月まで亜細亜学園理事を務められまし
た。長きにわたって亜細亜学園を支えてこられましたことに.改めて感謝の意を表したく思いま
すO　有難うございました。
『私のプロフィル』をひもときますと,先生のご専門である管理会計は, 「1900年代初頭にア
メリカで生成,発展し,企業のマネジメントに大きな役割を果たしてきた」もので, 「我が国で
も1930年代に一部の企業で導入されるようになったが,管理会計の理論的,実践的な研究が本
格化したのは1960年代の高度経済成長時代に入ってからであるO　当時,産業界では生産性の向
上が大きなスローガンになっており,それに呼応して,原価管理や予算管理などの管理会計手法
が重要視されるようになってきた。」と,畑違いの私や学生にも解りやすい説明がほどこされて
いますC未開拓の新しい学問領域に,パイオニアとして- ・歩一歩を着実に進まれて行った先生の
足跡がしのばれます。
先生のご趣味は,ゴルフ…　家庭薬軋　旅行であるらしい。三つに共通しているのは「身体を動
かすことと外気を浴びて開放感を味わうことであろうか」 (7私のプロフィル』)と白解されてい
ます。先生との接点が少なかった私は.多少,意外の感に打たれましたが.すぐさま納得が行き
ました。というのも,今年の初めくらいだったと思います。先生と私は.たまたま大学近くの小
さな蕎麦屋で遭遇しましたが.このとき先」と私とは,ある問題をはさんでいささか気まずい状
況にあったことは,同じ経営学部の教員なら誰もが知るところだと思います。私からご挨拶を申
し上げると,先生は一瞬照れたような,しかし,きわめで択活清涼なるご返礼をなされました。
正直.私はこのとき非常に心が軽くなったのを憶えていますOそして,先生のお人柄がこのよう
な率直さ,快活きによく表れていることを.改めて感謝申し山デねばならないと思いましたo
安国-先生,長い間本、Ijに有難うございましたC　これからの先生の益々のご活躍とご健勝
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を,心より祈念申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　(平成23年6月吉日)
